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研究成果の概要（和文）：犬の臨床の現場においてしばしば問題となるマダニ媒介性疾患のバベシア症とヘパトゾーン
症に着目し、犬におけるこれらの病原体の蔓延状況を調査した。バベシア（Babesia gibsoni）感染犬は主に西日本で
確認されたが、秋田県でも陽性例が見られ、この犬のバベシアは、シカ等を宿主とするB.odocoileiに近縁であること
が示唆された。B.odocoileiは犬から検出されたことはないため、重要な知見であろう。またHepatozoon canisは、今
回の調査により東北、関東、北陸、中国、四国、九州地方に広く分布していることが明らかとなった。日本産ヤマネコ
ではH. felisが蔓延していた。

研究成果の概要（英文）：Babesiosis and hepatozoonosis are tick-borne diseases and are recognized as an imp
ortant infectious disease in canine peractice. Molecular epidemiological survey for these pathogens was co
nducted. Babesia gibsoni-infected dogs were mainly found in dogs from western area of Japan. However, one 
dog from Akita prefecture was also positive for Babesia infection. Molecular analysis revealed that Babesi
a in this dog is closely related to a ruminant Babesia, B.odocoilei. This will be an important finding in 
this study. Hepatozoon canis-infected dogs were found in dogs from Iwate, Ibaraki, Ishikawa, Fukui, Shizuo
ka, Shiga, Wakayama, Shimane, Hiroshima, Yamaguchi, Kagawa, Nagasaki and Kumamoto prefectures. It was reve
aled that H. canis is widely distributing in Japan including Tohoku, Kanto, Hokuriku, Chugoku, Shikoku and
 Kyushu areas. In addition, it was revealed that most of Japanese wildcats were infected with H. felis.
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１．研究開始当初の背景 
 小動物臨床の現場ではしばしば節足動物
媒介性の感染性疾患、とくに犬においては
マダニに媒介されるバベシア症やヘパトゾ
ーン症といった原虫性疾患に遭遇すること
がある。犬のバベシア症は、バベシア属の
住血原虫の感染により起こる。我が国にお
ける犬のバベシア症は、Babesia gibsoni (B. 
gibsoni)と B. canisの2種のバベシア原虫
の感染により引き起こされることが知られ
ている。これらに感染した犬ではバベシア
原虫の赤血球内寄生にともなう溶血による
貧血が認められ、その程度は軽度のものか
ら致死的なものまで様々である。さらに重
症例では急性腎不全や播種性血管内凝固な
どの合併症を引き起こして予後不良となる
こともあるため、小動物臨床においては極
めて重要な原虫性疾患である。さらに本疾
患に対しては有効な治療法が確立されてい
ないことも大きな問題となっている。 
 一方、犬のヘパトゾーン症は、アピコンプ
レックス門ヘパトゾーン科原虫によって引
き起こされる。犬に感染するヘパトゾーン
として Hepatozoon canis (H. canis)と H. 
americanum の 2 種類が知られているが、我
が国では H. canisが認められる。H. canis
感染犬では発症に至ると、発熱、沈鬱、体
重減少、貧血等が認められる。その他に筋
炎や骨膜反応から疼痛や運動を嫌うといっ
た症状も見られることがあるため、こちら
も発症例の認められる地域では注意が必要
な疾患である。本疾患に対しても有効な治
療法は確立されていない。 
 上記の犬に感染する原虫の我が国におけ
る分布については、これまで B. gibsoni は
西日本を中心に、また B. canisは沖縄地方
に分布していると考えられてきたが、近年
その分布が東日本にも拡がっている可能性
が指摘されている。ヘパトゾーンについて
は、西日本における発症例の報告は存在す
るものの、我が国における明確な分布状況
についての情報は未だ得られていないのが
現状である。 
 
２．研究の目的 
 本研究計画では、犬の臨床の現場におい
て問題となる原虫性疾患のバベシア症とヘ
パトゾーン症に着目し、日本全国における
宿主である犬と、ベクターであるマダニに
おけるこれらの病原体の分布・蔓延状況を
調査することによって、今後の予防対策を
講じるための基礎的データを得ることを目
的として研究を遂行した。また、動物種は
異なるが絶滅危惧種に指定されている日本
産ヤマネコ（イリオモテヤマネコおよびツ
シマヤマネコ）に関しても同様の検討を行
うことで、各種マダニ媒介性疾患の蔓延ン
状況を明らかにすることとした。 
 
３．研究の方法 

 日本全国各地の動物病院の協力を得て、
病院に来院する犬より採血を行い被検材料
を確保するとともに、マダニ寄生例ではマ
ダニを確保し、さらに疫学調査の要となる
犬の臨床的データも収集する。まずはじめ
にマダニによって媒介されるバベシア症と
ヘパトゾーン症に着目し、血中とマダニ内
の原虫由来 DNA と血中抗体の検出を行うこ
とで蔓延状況を確認する。バベシア症につ
いては近年治療に用いられているアトバコ
ン（ATV）に対する薬剤耐性能を獲得した株
の存在が示されていることから、これにつ
いても分子生物学的に解析を行う。さらに
本研究計画では非常に大きな母集団をなす
被検材料が得られることから、他のマダニ
媒介性疾患、感染性血液疾患ならびに循環
器疾患に関する疫学調査も実施する。 
 また日本産ヤマネコに関しても同様に、
生態調査の際に採取された血液材料ならび
にマダニから DNA を抽出し、各種病原体の
保有状況を調査した。 
 
４．研究成果 
(1) 犬の臨床の現場においてしばしば問題
となるマダニ媒介性疾患のバベシア症とヘ
パトゾーン症に着目し、犬におけるこれらの
病原体の蔓延状況を調査した。バベシア
（Babesia gibsoni）感染犬は主に西日本で
確認されたが、秋田県でも陽性例が見られ、
この犬のバベシアは、シカ等を宿主とする
B.odocoilei に近縁であることが示唆された
（図 1）。B.odocoileiは犬から検出されたこ
とはないため、重要な知見であろう。 
 また Hepatozoon canis は、今回の調査に
より東北、関東、北陸、中国、四国、九州地
方に広く分布していることが明らかとなっ
た（図 2）。 

図 1 B. gibsoni感染犬が認められた地域。 
 
(2) B. gibsoni 感染症と診断された 92 症例
の犬の血液材料を収集し、B. gibsoni cytb 
遺伝子の塩基配列をダイレクトシークエン
ス法にて解析した。解析の結果、多数の遺伝
子多型が認められたが、アミノ酸置換をとも
なう変異としては M43V（1.1％）、M43I（1.1％）、
A108T（2.2％）、M121I（3.3％）、I136V（1.1％）、
A216T（1.1 ％）、V220I（6.5％）、I226V
（12.0％）、A276V（1.1％）、A290V（1.1％）、 



図 2 H. canis感染犬が認められた地域。 
 
I303V（8.7％）、および P310S（16.3％）が検
出された。ATV 耐性との関連が示されている
M121I を有する B. gibsoni株の分布には地域
性は認められなかったが、V220I あるいは
I303V を有する株は主に関西地方で検出され
た（図 3）。 
 本研究により、潜在的な ATV 耐性 B. 
gibsoni 株の出現頻度は比較的低かったも
のの、野外に存在していることが示された。
ATV を用いた治療は、薬剤耐性株保有、ある
いは出現の可能性を考慮して行われるべき
であり、また ATV 耐性株出現時の対処法と耐
性株の迅速な検出法の確立、ならびに大規模
な疫学調査の実施が必要であると考えられ
た。 

図 3 ATV 耐性株が検出された地域と被験頭数。 
 
(3) イリオモテヤマネコ(IC)とツシマヤマ
ネコ(TLC)は、日本に生息する希少野生ネコ
科動物であるが、その生息を脅かす要因とし
て交通事故や感染症が問題となっている。ヤ
マネコ捕獲時にはしばしば外部寄生虫が検
出されることから、本研究では、両ヤマネコ
におけるバルトネラ、エールリヒア/アナプ
ラズマ、ヘパトゾーン、バベシア/タイレリ
アといった節足動物媒介性疾患の感染状況
を分子生物学的に調査・検討した。 
 2002 年から 2011 年に実施された生態調査
で捕獲された個体、または傷病個体より採取
された血液検体(IC, 43 頭からのべ 62 検体; 
TLC, 15 頭からのべ 29 検体)を材料とし、PCR
法によりそれぞれの病原体由来遺伝子を増
幅した。増幅された遺伝子断片の塩基配列を
決定し、BLAST 解析あるいは系統樹解析を行
うことにより種の同定を試みた。 

 Bartonella henselae は IC 、また B. 
clarridgeiaeは TLC の検体から検出され、保
有率はそれぞれ 6.1%と 7.7%であった。
Ehrlichia canis は両種のヤマネコ(IC, 
12.1%; TLC, 7.7%)で、また Anaplasma bovis
が 2 頭の TLC で検出された。バベシアとタイ
レリアは検出されなかったが、Hepatozoon 
felis は一部の幼獣等を除き、成獣ではほぼ
全例で検出された(IC, 69.8%; TLC, 100%)。 
 日本のヤマネコにおける節足動物媒介性
疾患の調査を行った結果、B. henselae、B. 
clarridgeiae、E. canis、A. bovisの遺伝子
が検出されたことから、希少種のヤマネコ保
全のためには、各病原体のヤマネコへの感染
経路、病原性ならびに他の感染症も含め継続
的な調査が必要であると思われた。 
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